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Abstract: 
We found Carex longii Mack. (Cyperaceae) is naturalized in Niigata Prefecture, Japan, for the first 
locality in Niigata Prefecture. 
 
 
はじめに 
アサハタヤガミスゲ Carex longii Mack.（カヤツリグサ科）は、国内では静岡県と神奈川

県に帰化している北アメリカ原産の多年生草本である（勝山 2015）。本種は、静岡県の麻

機（あさはた）湧水地において、2008 年以降に生育が見出され、2013 年に日本新帰化種と

され、その後の定着が確認されている（勝山 2013）。一方、神奈川県では 1963 年に横須賀

市と 2003 年に藤沢市からの採集記録があるが、定着は確認されていない（勝山 2013）。本

種は、砂質の湿地、湿草地、排水の悪い土地に生育しており、種子による繁殖力が大きく、

今後も撹乱のある湿地への侵入の可能性があると報告されている（勝山 2013）。そのため、

環境省の生態系被害防止外来種リストでは重点対策外来種にされている（環境省ホームペ

ージ）。 
著者の一人、千葉が 2024 年に新潟県新潟市秋葉区信濃川の河川堤防の法尻において見慣

れないスゲ属ヤガミスゲ節（Sect. Ovales Kunth）の種が生育しているのを見出した。見慣

れないヤガミスゲ節の種は、密に叢生し、苞葉が発達せず、円形から広卵形の果胞の腹面

に 4−7脈があり、痩果は 5角状卵形で幅 1 mm であったために（勝山 2015, 図 1）、アサハ

タヤガミスゲと同定された。また、ヤガミスゲ節は北アメリカで多様性が高く、類似種が

多いために、ニューヨーク植物園のスゲ属研究者の Robert F. C. Naczi博士に標本を送り、

種を確認をしていただいたところ、Carex longii アサハタヤガミスゲとのことであった。ア

サハタヤガミスゲの帰化は新潟県から初めての記録であると思われるため、ここに報告す

る。 
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図 1. 新潟県で見出されたアサハタヤガミスゲ Carex longii Mack.  
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新潟県のアサハタヤガミスゲ 
アサハタヤガミスゲは、2024 年 6 月 27 日に新潟市秋葉区小須戸の信濃川の河川堤防の

法尻に約 20株生育していた。生育地は、堤防管理のために定期的に草刈りが行われている

場所であり、日当たりは良いものの水はけが悪く、土は湿っており、同所的にアゼナルコ C. 
dimorpholepis Steud. やイグサ科コウガイゼキショウ Juncus prismatocarpus R.Br. subsp. 
leschenaultii (J.Gay ex Laharpe) Kirschner、イネ科カズノコグサ Beckmannia syzigachne 
(Steud.) Fernald が生育していた。 
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